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原子力安全対策課 
( ２ ７ － ０ ６ ) 
＜17 時 30 分資料配付＞ 

高速増殖原型炉もんじゅ非常用ディーゼル発電機Ｂ号機 

シリンダヘッドインジケータコックの変形について 

このことについて、原子力研究開発機構から下記のとおり連絡を受けた。 

記 

 高速増殖原型炉もんじゅ（高速増殖炉；定格電気出力 28.0 万 kW）は、停

止中の７月 17 日 14 時 20 分頃、３台（Ａ、Ｂ、Ｃ）ある非常用ディーゼル発

電機 ※１のうち、Ｂ号機の分解点検中 ※２、ディーゼル機関のシリンダヘッド

（重さ約 450kg）を吊り上げた際、約３ｍの高さから落下した。 

 その際、落下したシリンダヘッドが、潤滑油配管に接触し、シリンダヘッ

ドのインジケータコック ※３および潤滑油配管が変形した。なお、潤滑油配管

からの漏えいは認められていない。 

なお、本事象による、負傷者はなく、環境への影響もない。 

今後、事象が発生した原因について調査を実施する予定である。 

※１：外部電源が喪失した際に、プラントを安全に停止させるために必要な機器に電

源を供給する設備 

※２：（ディーゼル発電機の保安規定の運転上の制限） 

原子炉停止中は、非常用発電機２台が動作可能であることが求められており、

今回、ＡおよびＣディーゼル発電機は自動待機中であり、この要求事項を満足

している。 

※３：起動前の準備として、シリンダ内に溜まったガスを排出する弁  
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材質：炭素鋼
外径：約70mm
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